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1 ．取り組みの背景と問題関心 
本稿は，本学で2011年 6 月に設置された東日本大震
災学生ボランティア支援室（以下，支援室）の取り組
みの一つである，福島県でのボランティア活動の概要
とそこでの学生の学びの実態についてその一端を報告
するものである．
筆者は，課外・ボランティア活動支援センターに所
属し，学生の課外活動・ボランティア活動支援を行い
ながら，地域・社会貢献を目的とする実践的活動を通
して学生の学びを生み出すサービス・ラーニング1）科
目の開発に取り組んでいる．とりわけ現在では，支援
室運営に携わりながら，主として岩手・宮城・福島の
被災三県でボランティアツアーやスタディツアーを定
期的に実施する学生スタッフチーム（愛称・SCRUM）
との協働的な活動に力を入れている．これは，被災大
学の責任として未だ復興の途上にある東日本大震災被
災地に対して社会貢献を行うことが重要だからである
と同時に，震災を通して浮かび上がった普遍的な社会
課題に学生が取り組む中で，極めて大きな学びが生じ
ていると考えるからである．支援室運営は教職員と全
学にまたがる学生が協働して行う点に特徴がある．正
課外活動に教職員と学生が協働的に取り組む形態は，
一方的な知の伝達とは異なる形での学びを生み出す可
能性を秘めており，そこで得られた知見を全学的な教
養教育の開発に結び付けることが期待できる．
筆者は，2016年 4 月の着任以降，支援室運営の中で
も地震・津波と原発事故という未曽有の複合災害を
被った福島県におけるボランティア活動の実施を主に
担当してきた．原発事故は，放射能汚染に伴う避難（強
制避難・自主避難），事故の検証と廃炉，除染，自治
体移転と帰還，「風評」被害，避難者差別，エネルギー
政策等々，複雑に絡まり合った多くの問題を日本社会
に突き付けた．今なお，原発事故に伴う福島県内外へ
の避難者は 8万人を超える（福島県災害対策本部
2016）．しかし，避難が長期化する一方で社会的な風
化は進み，ボランティアに参加する学生の中でも，参
加して初めて立入の出来ない避難指示区域が福島県に
存在することを知る者が少なくない．また，様々な課
題に対する見解の違いやポジショナリティを巡って関
係者も多くの矛盾や分断を抱え込まざるを得ない状況
にある（山本・高木・佐藤・山下2015）．
本稿は，理論的・体系的にボランティア活動を通し
た学びについて論じるものではなく，学生ボランティ
アの福島での活動に伴奏してきた者としてのささやか
な実践報告である．以下では，2016年度中に行った福
島県でのボランティア活動や視察の概要と得られた成
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学生ボランティアは福島で何を学んでいるのか
―ボランティア活動を通した市民性教育の試み―
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2011年 3 月11日の東日本大震災及び福島第一原子力発電所事故を受けて，本学でも様々な学生ボランティア活動
が生まれ，同年 6月には東日本大震災学生ボランティア支援室（以下，支援室）が設置された．本稿では，2013年
度から支援室の教職員及び学生スタッフが協働しながら継続している取り組んでいるボランティア活動の内，福島
県での活動を取上げ，2016年度の活動の概要・支援対象地域の状況等を踏まえつつ，ボランティア活動を通した学
生の学びについて考察した．支援室では，福島県いわき市の津波被災地域及び原発事故によって全町避難が続く富
岡町民が暮らす仮設住宅に長く支援活動を行い，被災者・避難者一人ひとりの声に耳を傾け，エンパワメントする
ことを心がけてきた．こうした活動に参画することを通して，出会いの中から学びへの意欲が生まれ，学生達は広
い視野で福島が抱える課題を認識し始めている．こうした正課外の学びの成果を生かしつつ，福島をテーマにした
教養教育を「人権教育を基盤に置いた市民性教育」として構想する可能性を探った．
─  338  ─
江口  怜・学生ボランティアは福島で何を学んでいるのか
果を示した上で，そこから学生が何を学びとっている
のかを考察する．なお，主たる資料としては，各ボラ
ンティア活動終了時に学生が直接記入したアンケート
を用いる．
２ ．福島県における活動の概要と成果
２．1．支援室の取り組みと支援対象者・地域の概要
まず，支援室による福島でのボランティア活動の主
たる支援対象者・地域の概要について確認しておきた
い．
本学の支援室は当初，大震災後に自発的に活動を開
始していた学生ボランティア団体を支援する形で始ま
り，既にボランティア経験のある学生をアシスタント
として学内のボランティア・コーディネート業務を委
任する形をとった．しかし，震災直後の見えやすいボ
ランティア・ニーズが減少する中で，2013年度から方
針転換を行い，支援室の学生スタッフが岩手部門・宮
城部門・福島部門に参加し，被災三県での恒常的なボ
ランティア活動を行い，ツアー形式で新たな学生をボ
ランティアの現場に誘い，学内のボランティア活動を
活性化することを目指すようになった．こうした形態
をとることで，視察やボランティア活動を通して被災
地の実情と課題を知った学生自身が，学生ボランティ
ア活動を活性化する主体となることが期待されたから
である．この学生スタッフチームは2015年度中には
“SCRUM”という愛称を用いるようになり，学生と
教職員の協働によるボランティア・コーディネートが
活発化し，2016年11月末現在で約40名の学生がスタッ
フとして定期的にボランティアとして被災地域にて支
援活動を続けている．
支援室の中で福島部門が誕生した2013年度から，当
初は学内の教員やNPO関係者の協力を得て学生たち
は福島ツアーを実施し始め，2014年度からはいわき市
を拠点とした活動が徐々に定着していった．その中で
も，特にいわき市で最大の津波被害を受けながら，住
民主体で独自の復興のあり方を模索していた薄磯区
と，原発事故によって富岡町から避難する方が居住す
る泉玉露仮設住宅にて継続した支援を行うようになっ
ていった（東北大学東日本大震災学生ボランティア支
援室2016：104-116）．
いわき市は，東日本大震災によって，地震，津波，
原発事故，風評という 4重の被害を受けた地域であり，
また原発避難者約 2万 5千人が居住する最大の避難者
受入れ自治体である．2012年頃からは，いわき市民と
原発避難者の軋轢問題が顕在化し，地域における共生
が大きな課題となっている．ここには，原発事故に伴
う賠償金支給の線引き・格差という政策的な問題もあ
り，またいわき市民自身が「被災者」であるにも関わ
らず「支援者」として見なされ，不公平感が募るといっ
た背景があると指摘されている（川副2014，菊池・高
木2015，菅野2015）．こうした中で，津波による大き
な被害を受けた薄磯区では，現地のNPO等とも連携
しつつ，住民同士の交流を深めながらコミュニティ形
成に取り組んでおり，立教大学やいわき明星大学，福
島工業高等専門学校なども定期的に関わり，支援の輪
が広がっている（熊上2016）．また，災害公営住宅で
ある薄磯団地の自治会は，双葉町からの避難者が組織
した団体「いわき・まごころ双葉会」との交流も積極
的に行っている．
また，富岡町は福島第一原発の半径20㎞県内に位置
し，全町民が避難を強いられ，また町内は「避難指示
解除準備区域」「居住制限区域」「帰還困難区域」に分
割されている．事故後は自治体として川内村へ一度避
難した後，郡山市に避難し，ビッグパレットふくしま
で多くの町民が避難生活を続けた．そこで富岡町社会
福祉協議会の中で生まれた「おだがいさまセンター」
が独自の支援活動を行い，その活動の中から「富岡町
3・11を語る会」等いくつかの団体が独立していった
（「ビッグパレットふくしま避難所記」編集委員会
2011，NPO法人富岡町3・11を語る会2015）．支援室
はこのおだがいさまセンターとご縁を持つことができ
た関係などから，富岡町民の支援に力を入れ，いわき
市内の泉玉露仮設住宅での清掃ボランティア活動等を
通して避難者に寄り添って来た．
この富岡町は，帰還政策が進む中で，2017年には避
難指示解除準備区域と居住制限区域の避難指示解除が
見込まれている．継続して関わってきた泉玉露仮設で
も，入居者は半数を割り込み，次の生活に移行し始め
ている．これは県内全体の動向とも重なり，原発事故
後に県内に建設された仮設住宅の入居数は，2016年10
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月末現在7592戸で，入居率が48%と初めて 5割を下
回っている（福島民報2016年11月5日）．しかし，今な
お 1万4000人近くが仮設住宅での生活を送り，次の生
活の見通しを立てられずにいる．泉玉露仮設でも既に
自治会は解散しており，自力での生活が困難な高齢者
や要援護者が仮設住宅に取り残されて孤立化すること
が懸念されている．
支援室ではこのように，いわき市，特に薄磯区とい
う「まち」の復興支援と，広域避難を強いられた富岡
町民という「ひと」の生活支援という二つの軸をこれ
まで重視してきた．具体的には，仮設住宅や災害／復
興公営住宅2）の集会所でのカフェ活動や足湯ボラン
ティア3），戸別訪問や清掃ボランティア等を得意とし，
イベントや伝統行事を通した交流も行った．こうした
活動は「コミュニティ（形成）支援」とも呼ばれるが，
一人ひとりに寄り添うことを通して，共生関係のある
コミュニティを取り戻す／創り出すことが大切と考え
てきた．支援室がいわき市の中でも津波被害を受けた
地域でボランティア活動を続けてきた理由の一つも，
このいわき市の被災者にしっかりと寄り添いたいとい
う想いがあった．震災及び原発事故がもたらした被害
の諸相は様々であるが，個々の人々が大切な住まいや
人間関係を奪われ，傷つきながら，新たな暮らし方を
模索しているという事実に変わりはない．何より，ま
ずは一人ひとりの想いがしっかりと聴き取られ，ケア
されることによって，他者との共生に向かう意欲が生
まれるのではないか．支援室の活動の目的は，こうし
た意味において住民をエンパワメントすることにある
と言える．
２．２．２016年度の活動概要と成果
　2016年12月11日現在で，支援室主催の福島でのボ
ランティア／スタディツアー（以下，福島ツアー）な
いしスタッフ視察をまとめると，表 1の通りである．
概ね月に 1回いわき市を中心にツアーを実施し，その
他不定期で学生スタッフだけの視察や学内での講演会
を行った．いずれの活動も，原則として引率教員 1～
2名が参加した．
本年度の福島ツアーの特徴は，これまで支援室が築
いていてきた富岡町や薄磯区との関係を維持しつつ，
新たな支援現場が増えていることである．とりわけ，
今年度から関係の広がった現場としては，いわき市内
の津波の被災者が入居する市営永崎団地，そして隣接
する，原発事故による避難者が入居する県営下神白団
地が挙げられる．2015年より，永崎団地には189世帯，
下神白団地には富岡町，大熊町，双葉町，浪江町の住
民200世帯が入居する．両団地には，現地支援団体の
NPO法人3.11被災者を支援するいわき連絡協議会（通
称・みんぷく）や，神戸で長く支援活動に取り組んで
きたNPO法人よろず相談室の牧秀一氏が支援に入り，
「隣人」としての交流を進める模索を行っている．
支援室ではみんぷくのコーディネートを得て， 6月
に永崎団地を初めて訪問した．その後永崎団地自治会・
下神白団地自治会のご協力を得ながら，何度か集会所
での足湯・カフェ活動を行い，20～30名の住民の方々
と学生が交流を行った．10月の活動の際には，午前中
に下神白団地の一斉清掃活動に加えて頂き，共に汗を
流した後に，永崎団地の集会所での足湯・カフェ活動
を行い，両団地の住民の方に多数お越しいただくこと
ができた．また，11月28日・29日には両団地の交流を
進める秋祭りイベントが行われ，自治会の方によれば
300名程の参加があったという．筆者と学生らで前日
27日に行われた子どもたちを主たる対象とした太鼓づ
くりワークショップに参加させて頂き，一緒に太鼓を
作って交流を楽しむことができた．両団地とも，その
地を「終の棲家」とされる心づもりの方が数多く住ま
われている．学生ボランティアが関わることを通して，
自然な形で住民間の交流が進み，コミュニティが豊か
になる一助になればと考えている．
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表 1 　２016年度支援室福島部門の活動
開催日 イベント名 概要 参加人数（東北大生）
4月10日 福島スタディツアー
・全町避難となっている富岡町にて、昼間立入可能な「避難指示解除
準備区域」及び「居住制限区域」にある富岡町名物の夜の森地区の
桜を見学し、同時にNPO法人富岡町3.11を語る会の語り部の方に解
説して頂いた。
15
5月3日～
5日
福島ボランティアツ
アー
・いわき市薄磯区で津波の被害を受けた方々が居住する市営薄磯団
地にて、地域の神社の例大祭に参加しお手伝いをした。また、団地
自治会長で語り部の方のご案内で薄磯区の被災状況を視察した。
・NPO法人富岡町3.11を語る会の語り部の方の案内で、富岡町を視
察した。
・いわき市内の泉玉露仮設住宅にて、原発事故によって避難する富
岡町民を対象に清掃ボランティアを行った。
18
6月4日 福島県いわき市スタッフ視察
・NPO法人3.11被災者を支援するいわき連絡協議会（通称・みんぷく）
の方のコーディネートで、いわき市内で津波被災された方々の居住
する市営豊間団地、市営永崎団地を訪問し、自治会長より現状と課
題についてヒアリングを行った。
4
6月25日
～26日
福島ボランティアツ
アー
・いわき市内で津波の被害を受けた方々が居住する市営永崎団地の
集会所にて、足湯カフェを開いて住民との交流を行った。
・いわき市内の市営薄磯団地にて、足湯カフェを開き、また流しそ
うめん企画を行って住民の方々と交流した。
・いわき市内に居住する双葉町からの避難者の連絡組織「いわき・
まごころ双葉会」の方に避難の経緯や現状についてご講演頂いた。
14
7月29日
福島・災害公営住宅
夏祭りボランティア
ツアー
・いわき市内で津波の被害を受けた方々が居住する市営薄磯団地及
び市営沼ノ内団地にて、夏祭り企画のお手伝いと住民との交流を行っ
た。
17
8月19日 福島県郡山市スタッフ視察
・郡山市内のNPO法人しんせい及びあいえるの会にて、JFD被災地
障がい者支援センターふくしまの活動等についてヒアリングを行っ
た。また、同市内のNPO法人コースターにて、原発避難者への支援
活動の現状と課題についてヒアリングを行った。
2
8月29日
～31日 福島スタディツアー
・福島県いわき市地方振興局にて、振興局職員及びNPO法人みんぷ
くの方より、いわき市内の復興政策及び復興公営住宅でのコミュニ
ティ交流事業についてご講演頂いた。
・いわき明星大学環境放射線測定室にて、食品検査に関して視察・
ヒアリングを行った。
・東京電力ホールディングス（株）福島復興本社にて、原発事故及
び廃炉作業の現状と課題についてご講演頂いた。
・富岡社会福祉協議会・おだがいさまセンターにて、原発事故以降
の避難の経緯及び支援活動現状と課題についてご講演頂いた。
・JDF被災地障がい者支援センターふくしまの活動について、NPO法
人しんせい及びNPO法人あいえるの会の方々よりご講演いただいた。
・（いわき市内の富岡町からの避難者が居住する泉玉露仮設住宅にて
清掃ボランティア活動を予定していたが、台風のため中止した）
12
10月22日
～23日
福島ボランティアツ
アー
・福島県いわき地方振興局が主催する「いわき大交流フェスタ」に
参加し、運営補助ボランティアを行うと共に、活動のブース展示を
行い、振興シンポジウムに参加した。
・いわき市内で原発避難者が居住する県営下神白団地の一斉清掃活
動に参加した。また、隣接する市営永崎団地にて、足湯カフェ活動
を行い、住民との交流を行った。
13
10月29日 東北大学での講演会
NPO法人コースター理事の坂上英和氏より「支援者と避難者家族の
狭間で―原発事故以降の福島を生きる」というタイトルでご講演頂
いた。
20
11月20日 いわき市薄磯スタディツアー
・いわき市内で津波被害を受けた薄磯区の防災緑地にて、植樹ボラ
ンティアを行った。また市営薄磯団地自治会長で語り部の方より、
薄磯区の復興の現状と課題についてご講演頂いた。
17
11月27日 福島県いわき市スタッフ視察
・いわき市内の市営薄磯団地で企画された、いわき・まごころ双葉
会の方々との交流イベント（芋煮会）の運営補助ボランティアを行い、
住民との交流を行った。
・いわき市内の市営永崎団地と隣接する県営下神白団地の住民交流
イベントに参加した。
5
12月5日 福島県郡山市スタッフ視察
・NPO法人富岡町3.11を語る会の事務局を訪問し、富岡町民の帰還を
考えるワークショップについて打ち合わせを行った。 2
12月11日 福島清掃ボランティアツアー
・NPO法人コースターとの共催で、郡山市内に避難する川内村住民が
居住する南一丁目仮設にて清掃ボランティア活動を行った。 4
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３ ．ボランティア活動を通した学び
３．1．学生がボランティアの企画・運営を行う意義
ここまで，活動地域の特徴やボランティア活動の取
り組みを記してきた．次に，こうした活動が大学生の
学びにどのように結び付いているのかについて，若干
の考察を行いたい．
支援室の活動の特徴は，学生がボランティア活動の
単発の「参加者」になるだけに留まらず，独自にボラ
ンティア活動を企画・運営し，必要な知識を学びなが
ら，定期的に同じ地域で活動を続ける「企画者」「参
画者」となっていることである．支援室福島部門で活
動する学生スタッフは「福興youth」を名乗り，約10
名が毎週ミーティングを行って，ツアーの企画・振り
返り，活動に必要なことを学ぶ学習会等を行っている．
教職員はこの学生のミーティングに参加し，必要に応
じて助言を行うが，出来るだけ対等な立場で議論し合
うよう心掛けている．実際，長く現場に入っている学
生スタッフは，教職員よりも現地の住民と信頼関係を
築き，ボランティア活動の運営に熟達している場合も
少なくない．
それでは，学生スタッフは何を思い，何を学びとり
ながら，ボランティア活動を続けているのだろうか．
例えば，本年 4月に富岡町を訪れるスタディツアーを
行った際の感想として，スタッフの一人は次のように
書いている．
　夜ノ森の桜が実際咲いているところを見ることが
出来てよかった．とてもきれいだったが，人気の
無いまち，まったく片付けられていない桜の花び
らなどを見るにつけ，ここは警戒区域4）内なのだ
ということを実感させられた．桜並木の中にいた
あるおじいさんの言葉が印象に残った．そのおじ
いさんの家は夜ノ森の桜並木の通りのバリケード
を入って200mほどのところにあるらしく，「今回
は人に頼まれてきたんだけどね．本当は見たくも
ないねこんな桜．物見遊山に見に来る気分にはな
らないよ．こっちは見世物じゃないっていうのに．」
とおっしゃっていた．このツアーの名称を決める
ときに，やはり夜ノ森の桜を学生が見に行くとい
うのはすごく「シビアな」「ギリギリな」「微妙な」
ことであるというという話になったが，住民間で
も捉え方や考えは様々なのであるなと思った．
ここには，避難指示区域を訪問することで得られる
「実感」，自分の予想を超える住民の「言葉」に大きな
刺激を受けつつ，自分たち学生がそこを訪れることの
意味について深く考察する姿が見られる．
他にも，住民との関係の中で得られるものが多いと
感じる学生の声も多い． 5月の福島ツアーに参加した
2年生のスタッフは，「徐々に住民の方の顔をお互い
に覚えてきて，「お久しぶり～」という風に再会でき
ることが多くてうれしかったです」と感想を書き，ま
た交換留学生で学生スタッフの 4年生は，「ボランティ
アをやっているうちに，逆に自分が癒されたとか，元
気をもらったとか，お世話になったとか，そういうこ
とばかりだと思う．でも，今回のツアーを通じて感じ
たのは，ボランティアが楽しいイコール自己満足じゃ
なくて，ただ人を楽しませることが自分にとっても楽
しいことだと思う」と書いている．具体的な人との関
係が生まれ，その関係を「楽しめる」ことは，ボラン
ティア活動を継続する強いモチベーションになってい
る．
また，直接に被災者の声を聴く中で，一人ひとりが
抱える問題の難しさを実感することもある． 5月の福
島ツアーで仮設住宅の清掃ボランティアに学生は，80
代の富岡出身の女性から「息子が富岡ではない地域に
家を建てて，私の部屋も用意してくれたんだけどね．
向こう行ったら友達も誰もいないのよ．ここには，た
くさん富岡の人たちがいるから，もう少しここで生活
しようと思ってるの．もともとは農家をしていて，大
きな家だったんだけどね」という声を聴き，「人と人
とのつながり」を断つことのない家の再建と移住の難
しさを感じたと感想を書いた．また，10月の福島ツアー
で富岡町出身の高齢女性から「もう家には戻れないわ
よ．だって家の中はぐちゃぐちゃで，泥棒には入られ
てるでしょ．これは私たちの力ではどうにもできない
のよね」という声を聴いた学生は，「私たちの力の限
界というものも実感し，もどかしくなった」と書いて
いる．このように，直接に住民の声を聴き取る中で，
原発避難者の今後の生活の見通しに対する不安や難し
─  342  ─
江口  怜・学生ボランティアは福島で何を学んでいるのか
さを感じ取ることで，学生たちは初めて「その困難を
どうすれば和らげることができるのか」という感情を
抱き，そこから初めて，原発事故後の福島が抱える諸
問題について考える意欲を持ち始めることができると
考えられる．
３．２．ボランティアとスタディーの架橋
これまでにも触れた通り，支援室ではボランティア
活動を行うと同時に，その現場で起こっている課題や
社会的背景について学生と教職員と共に学び合うこと
を大切にしてきた．具体的には，学内においてはミー
ティングの中での学習会や不定期での講演会の開催，
現場においてはスタディーツアーの実施がある．
2016年度の福島部門では，新入生スタッフが加わっ
た 5～ 6月にかけて，「福島県の地理」「避難指示区域
の変遷」「放射線について」「いわき市薄磯区の被災状
況と復興の課題」「原子力損害賠償について」という
テーマを決めて，主に 2年生以上の学生スタッフが担
当して調べたことを報告する学習会を行った．その他，
10月以降は毎週のミーティングの初めに「トピック
コーナー」を設けて，担当者が新聞記事やネットの情
報から，今福島で起こっている出来事の中で関心を
持ったことについて報告する時間をとっている．
また，本格的に「スタディー」に焦点を当てて行っ
たのが， 8月の 2泊 3日の福島スタディツアーの実施
であり，これに向けて夏季休暇中に数回の学習会を開
いている．6月頃から，学生の間で学びたいテーマや
訪問したい場所を議論し，教員も一部手伝うが，基本
的には学生自身が現地の団体等に直接にアポイントを
取って，ツアーの日程を組んでいった．今回は，原発
事故を起こした当事者である東京電力に対して，「事
故の責任をどうように感じているのか」「現在，廃炉
に向けてどのような取り組みを行っているのか」を尋
ねてみたいとの希望があがり，学生がアポイントメン
トをとって福島復興本社へのヒアリングが実現した．
スタディツアーに向けた学習会では，①原発事故の
概要，当時と現在，②原子力発電所の仕組み，③エネ
ルギー政策の歴史・現状・未来，④東電の廃炉への取
り組み，⑤東京電力の原発事故賠償問題について，⑥
原発作業員の現状，という六つのテーマについて報告
し合った．学習した内容は冊子にまとめ，ツアーに参
加する学生に配布し，学生スタッフからの説明を行っ
た．筆者も，原子力資料情報室編『検証福島第一原発
事故』等を参照しつつ，適宜情報の補足等を行った．
現地を訪問するまでのこうした一連の作業が，深い学
びの契機になっていた．また，こうした作業を経るこ
とで初めて，現地で聞いた内容をそのまま「事実」と
して受けとめるのではなく，自分なりにその情報を咀
嚼し，他の意見や情報と突き合わせて考える批判的思
考力が獲得されたように思われる．
このスタディツアーに際して，筆者が教員として行
なった関わりの一つは，「JDF被災地障がい者支援セ
ンターふくしま」5）を訪問することの提案である．同
センターは，福島県内で震災前から活動してきた障害
当事者や支援団体が集い，原発事故を受けて困難な状
況にあった被災障害者の調査や支援を行ってきた（白
石2016b）．この提案を行ったのは，筆者が障害者問
題に関心を持っていたことも背景にあるが，意識しな
ければ見えにくいマイノリティと出会う機会を持って
欲しい，その立場から事故や社会を考えてみて欲しい
と考えたからだった．スタディツアーの目的の一つに
は「原発事故とその影響を，様々な立場の人の視点に
立って多面的に理解する」と掲げられていた．この
「様々な立場の人の視点」をいかに拡げ，豊かにする
ことができるか，この点は学生と共に活動する教員と
しての一つの責任であるように思われた．震災を契機
に顕在化した課題が日常的に存在する普遍的な社会問
題の延長にあることを学べるように促すことは，震災
ボランティア活動支援の経験を学びにつなげるコー
ディネータとしては重要な視点になるだろう．スタ
ディツアー後の感想に，「非常事態時，障がいを持た
れている方々の避難に関して，障がいを持たない人と
同様の避難の仕方では，不十分であるのは当然である
と，お話を聞く中で初めて気がついた．自分が震災に
対してどれだけ無知であったのか痛感したし，いざそ
の場に自分が居合わせた時何ができるのかを考えてお
く必要性があると感じた」とあったことは，その狙い
が一定達成されたことを示している．
他にも，スタディツアーの感想としては「いろいろ
なフィールドで，活動されている方の話を聞いて思っ
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たのは，みんな，生身の人間として生きてるんだ，と
いうことです」，「安心とか信頼は，プラスの面だけを
伝えて生まれるものではなくて，真実をどう伝えてい
くかが鍵になっていると思った」，「震災がいかに多く
の立場に影響を及ぼす出来事だったかについて，実感
を伴って学ぶことが出来た．被災者・当事者の一括り
だけではない，それぞれの苦悩やジレンマもあれば，
利害も関わってくる」といった言葉が並んだ．また，
とりわけ目にとまったのが，福島県いわき市出身の学
生の次のような感想である．
　一人の福島県民・いわき市民として，これだけ福
島のこと・いわきのことを考えて，行動している
地元の人々，そして学生など外部の人々がいてく
れるというのが，素直に嬉しかった．福島につい
てマイナスなイメージばかり持っていたが，頑
張っている人がいてマイナスなことばかりでない
と思った．
福島のマイナスイメージを払拭して，「明るい福島」
を見せようという努力は，多くの人々によってなされ
ている．しかしこの感想は，決して福島の抱える課題
を見ないようにするのではなく，真摯にそのことを見
つめ，一生懸命に考え，取り組むという行為が，人々
を勇気づける可能性があることを示唆している．東北
大学内にも，福島県出身者は少なくなく，親族や知人
に避難者がいる場合もある．こうした学生のことを思
えば，ボランティア活動やスタディツアーを通して，
「私たちは福島のことを忘れない，私たちは共に考え
続ける」という姿勢を示し，発信し続けることは，そ
れ自体が一つのエンパワメントに向けた行為となり得
るように思われる．
４ ．今後の展望―原発事故以降の福島に寄り添
い続けるために
原発事故の影響は，避難生活，廃炉，放射性廃棄物
の管理等，どこに焦点を当てても長期化することは避
けられず，支援は求められ続けている．何より，徐々
に状況が変化する中で，一人ひとりの声を丁寧に聴き
とりながら，求められる支援の形を考えていく必要が
ある．他方で，東日本大震災から5年が経過した後，様々
な支援活動は縮小し，資金面でも学生ボランティア活
動の継続は困難になりつつある．そうした中で，2017
年 4 月に避難指示解除が予定されている富岡町につい
て，現在学生数名が，現地NPOの富岡町3・11を語る
会及びコースターと連携しつつ，帰還を巡る住民の苦
悩に寄り添うワークショップの準備を進めている．語
る会の方は，学生に対して「苦しい選択を強いられて
いるこの現実を学んでほしい」と語って下さった．こ
うした声に応え，具体的な課題に向きあう中で，学生
たちは今も真摯によく学んでいる．
最後に，本学及び筆者の課題を二つ挙げておきたい．
一つは，正課外活動としての福島における学生ボラン
ティア活動の支援を継続することである．福島に関わ
る上で，現地支援団体や自治会との関係，放射線や原
発を巡る科学的な認識の必要性などに鑑みて，大学と
しての公的な支援は不可欠である．何より，子ども・
若者と関わる機会が減少した福島を生きる高齢者たち
は，大学生との関わりを強く求めて下さっている．も
う一つは，福島の課題に実践的な形で取り組む授業の
開発である．ボランティア活動と関連付けた福島での
教育活動は，専門性を生かした支援とは異なり，むし
ろ現地での支援活動を通して現在の科学や知識の限界
を問い直すという，極めて教養教育的な意義を有する
と筆者は考える．また，福島におけるボランティア活
動を通した学びは，普遍的な人権の尊重の視点を獲得
し，市民として社会問題に向き合う資質・技能を身に
着ける上で適しており，「人権教育に基盤を置いた市
民性教育」（若槻2014：44-46）として構想し得るので
はないかとの展望を持っている．これまでの正課外で
の学生ボランティア活動の成果を生かしつつ，原発事
故後を生きる人々に寄り添いながら，新たな学びのあ
り方を模索していきたい．
注
1 ） サービス・ラーニングの定義は様々であるが，ここで
は，「ボランティア活動などのコミュニティ・サービス
（地域社会に貢献する活動）と関連した体験を通じて学
習を進めていくもの」（若槻2014：64）と広義に捉えて
おく．
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2 ） 福島県いわき市においては，津波被災者の居住する公
営住宅を「災害公営住宅」，原発避難者の居住する公営
住宅を「復興公営住宅」と呼び分けられている．
3） 阪神・淡路大震災後に生まれ，その後被災地で受け継
がれてきた「足湯ボランティア」は，タライにお湯を
はり，一対一で被災者・住民と向き合いながら手をも
みほぐし，10～15分程お話を聴くというものであり，
そこで聴き取られた言葉は「つぶやき」と呼ばれて支
援活動に生かされてきた（似田貝・村井2015）．
4） 正確には，「避難指示区域」である．
5） 同センターは2016年 4 月に解散したが，代表を務めた
白石清春氏が所属するNPO法人にその仕事の一部は引
き継がれている（白石2016a）．
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※支援室のボランティア活動に際して，これまでお世
話になった現地支援団体の皆さま，自治会関係者の
皆さま，他大学関係の皆さま，住民の皆さまにこの
場を借りて厚く御礼申し上げたい．なお，本事業の
遂行に際しては，復興庁による平成28年度「心の復
興」事業の助成を受けた．
